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PG-１無性的に増殖する造礁サンゴ・フトエダミドリイシの集団解析

磯村尚子'〕・大久保奈弥2）・本川達雄2）

ｊ)琉球大学大学院理工学研究科２１世紀ＣＯＥ

２)東京工業大学大学院生命理工学研究科

造礁サンゴであるＡｃｍＰｏｍ(hOPorα)伽egge碗α""パフトエダミドリイシ）
は、プラヌラ保育型であるが、群体から折れた枝が定着し、新しい群体を形成

する破片化を行なうことも知られている。このサンゴは、八重山諸島、宮古島

および沖縄島での生息が確認されているが、座間味諸島・阿嘉島周辺では極端

に局所的な分布を示している。阿嘉島集団はプラヌラによる分散・加入の可能

性はあるものの、無性的な破片化で成立した可能性が高い。本研究では、阿嘉

島のフトエダミドリイシ集団の動態と遺伝的な関係を調べ、どのような過程で

集団が成立し、維持されてきたかを明らかにすることを目的とした。本発表で

は、（１）阿嘉島周辺域集団の個体群動態、（２）生殖周期、および（３）遺伝

的解析について報告する。

（１）阿嘉島周辺域集団の個体群動態：2005年６月から３ケ月に一度、阿

嘉島ヒズシハマ集団（基盤；約５×8ｍ、初期群体数；２４群体）の動態を調査し

た.３カ月後には様々なサイズの１２破片が加入していた｡さらに３カ月後には、

その中の８破片の生存が確認され（定着；４破片)、新たな４破片の加入がみら

れた（定着；３破片)。すべてが定着するわけではないが、常に複数の破片が加

入していることが示された。また、初期群体のうち、枝が折れていることが確

認できる群体が複数存在していたため、破片化が起こっていることが示唆され

た。

（２）生殖周期:2005年６月から、月に－度15群体から枝の一部を採集し、

生殖巣の発達を組織学的に観察した。同時に、阿嘉島臨海研究所にて複数群体

を飼育し、プラヌラの放出時期を確認した。同一群体の胃腔内に精巣と卵巣が

みられ、このサンゴは雌雄同体であることが示された。生殖巣の成熟に同調性

はみとめられず、プラヌラ放出もごくわずかだったことから、不定期にごく少

数のプラヌラを放出していると考えられた。また、受精可能な卵母細胞に、同

じ胃腔内にある精巣から泳ぎだした精子が群がっているのが確認されたことか

ら、自殖によりプラヌラを生産している可能性が示された。

（３）遺伝的解析：同属他種で開発されたマイクロサテライトマーカーの

うち、２つのプライマーがフトエダミドリイシに利用可能だった。それらのプラ

イマーで３集団（阿嘉島、安慶名敷島、屋嘉比島）を解析したところ、どの集

団でも集団内では遺伝的な変異はみられず、しかもホモ固定していることがわ

かった。これは、（２）と共に、このサンゴの自殖の可能性を示唆している。

以上から、フトエダミドリイシ集団は主に無性的な破片化で集団を維持し、

集団内の遺伝的多様性が著しく少ないと推測された。


